
全  員  協  議  会 
 

 

令和 6 年 3 月 1 日（金） 

午前 10 時 00 分  開議 

 

 

協 議 事 項 

  １.広域連合議会等の報告について 

     （広域連合議会及び一部事務組合議会） 

 

  ２．行政視察の報告について 

     （デジタル田園健康特区特別委員会） 

 

  ３．病院事業管理者について 

 

  ４．その他 

 



委 員 会 開 催 報 告 

（ 1 月 27 日から 3 月 1 日まで） 

 

 １．常任委員会  

  (1) 総務経済委員会（ 2 月 8 日  午前 10 時 00 分から）  

    ・令和６年能登半島地震について（経過報告）  

    ・その他  

 

  (2) 教育民生委員会（ 2 月 9 日  午前 10 時 00 分から）  

    ・令和６年能登半島地震について（経過報告）  

    ・その他  

 

 ２．特別委員会  

  (1) 新幹線関連整備・開業効果特別委員会（ 2 月 8 日  午後 1 時 00 分から） 

    ・加賀温泉駅南北地下通路の切替えについて  

    ・その他  

 

  (2) デジタル田園健康特区特別委員会（ 2 月 9 日  午後 1 時 00 分から）  

    ・被災者支援デジタル市民証の発行について  

    ・その他  

 

  (3) 議会活性化特別委員会（ 2 月 9 日  午後 1 時 45 分から）  

    ・議員の成り手不足対策に係る関係例規の改正について  

    ・令和６年度議会報告会について  

    ・大聖寺実業高等学校との意見交換会について  

    ・令和６年議会改革の取組  全体スケジュール（案）について  

    ・その他  

 



 
 

      

■
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
気
張
る
！
ふ
る
さ
と
丹
後
町 

【
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
「
さ
さ
え
合
い
交
通
」
に
つ
い
て
】 

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
を
行
っ
て
い
る
丹
後
町

は
、
京
丹
後
市
の
中
で
も
鉄
道
駅
が
な
く
、

市
中
心
部
か
ら
最
も
遠
い
北
端
部
に
位
置

し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
高
齢
者
の
交
通
手

段
確
保
が
課
題
と
な
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
、

市
営
バ
ス
の
運
行
を
受
託
し
て
い
た
同
法

人
が
、
京
都
府
か
ら
の
提
案
も
あ
り
平
成

28
年
５
月
に
「
さ
さ
え
合
い
交
通
」
の
運

行
を
開
始
し
た
。 

「
さ
さ
え
合
い
交
通
」
と
は
、
同
法
人
が

主
体
と
な
り
、
地
元
の
住
民
ド
ラ
イ
バ
ー
が

マ
イ
カ
ー
を
使
っ
て
住
民
や
観
光
客
を
運

ぶ
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
型
公
共
交
通
で
あ
る
。 

「
さ
さ
え
合
い
交
通
」
の
メ
リ
ッ
ト
と
し

て
は
、
Ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
（
ウ
ー
バ
ー
）
の
ア
プ
リ

を
使
用
し
て
い
る
た
め
人
的
負
担
が
ゼ
ロ

で
あ
る
点
や
、
ド
ラ
イ
バ
ー
も
ア
プ
リ
で

「
運
転
す
る
」
と
「
運
転
し
な
い
」
の
切
替

え
に
よ
り
空
き
時
間
で
対
応
で
き
る
点
、
日

頃
使
っ
て
い
な
い
マ
イ
カ
ー
を
使
用
す
る

た
め
地
域
の
人
材
と
遊
休
車
両
が
有
効
活 

       用
で
き
る
点
、
行
政
か
ら
の
補
助
金
な
し
で

運
行
し
て
い
る
た
め
行
政
コ
ス
ト
の
負
担

が
ゼ
ロ
で
あ
る
点
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。 

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
現
在
、
運
賃
は

タ
ク
シ
ー
料
金
の
半
額
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

安
価
に
利
用
で
き
る
も
の
の
、
利
用
者
の
多

く
が
高
齢
者
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
タ
ク
シ
ー

料
金
の
半
額
で
あ
っ
て
も
運
賃
が
高
い
と

い
う
声
も
あ
り
、
行
政
と
連
携
し
た
割
引
券

等
の
緩
和
策
が
必
要
で
あ
る
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。 

 

ほ
か
に
も
、
丹
後
町
外
へ
の
往
復
運
行
の

実
現
や
代
理
配
車
サ
ポ
ー
タ
ー
の
充
実
、
市

外
や
海
外
か
ら
の
観
光
客
の
増
加
に
伴
う

ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
の
解
消
な
ど
を
挙
げ
ら

れ
て
い
た
。 

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
を
行
う
に
当
た
っ
て
、
運

輸
局
と
の
す
り
合
わ
せ
や
タ
ク
シ
ー
会
社

と
の
協
議
が
必
須
で
あ
っ
た
が
、
京
都
府
か

ら
の
提
案
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
比
較
的

ス
ム
ー
ズ
に
運
行
開
始
で
き
た
と
の
こ
と

で
あ
っ
た
。 

 

■
大
阪
府
大
阪
市 

【
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
の
取
組
に
つ
い
て
】 

 

大
阪
市
は
、
令
和
３
年
４
月
に
大
阪
府
と

共
同
で
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
構
想
の
提
案
を

し
、
令
和
４
年
４
月
に
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
型

国
家
戦
略
特
区
等
の
区
域
に
指
定
さ
れ
た
。 

こ
の
構
想
は
「
住
民
一
人
一
人
の
生
活
の

質
が
向
上
し
、
都
市
が
成
長
し
続
け
る
大

阪
」
を
目
標
に
掲
げ
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
や
モ
ビ

リ
テ
ィ
分
野
で
の
事
業
に
取
り
組
ん
で
い

く
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
具
体
的
に
は
「
デ

ー
タ
連
携
基
盤
整
備
事
業
」
や
「
外
国
人
創

業
活
動
促
進
事
業
」、「
大
阪
・
関
西
万
博
に

関
連
す
る
仮
設
建
築
物
の
建
築
」
を
区
域
計

画
の
中
で
特
定
事
業
と
し
て
認
定
し
て
お

り
、
今
後
、
さ
ら
に
「
空
飛
ぶ
ク
ル
マ
」
や

「
ド
ロ
ー
ン
」、「
医
療
・
健
康
」
に
関
す
る

事
業
に
つ
い
て
も
認
定
を
検
討
し
て
い
く

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。 

 

ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
構
想
に
は
大
き
な
取

組
が
３
つ
あ
る
。
ま
ず
１
つ
目
が
「
夢
洲
コ

ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
」
で
あ
り
、
こ
の
取
組

で
は
夢
洲
の
建
設
工
事
に
デ
ー
タ
連
携
基

盤
を
導
入
し
、
工
事
の
円
滑
化
を
図
っ
て
い

る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
２
つ
目
が
大
阪
・

関
西
万
博
で
あ
り
、
開
催
に
当
た
っ
て
「
近

未
来
の
医
療
・
健
康
サ
ー
ビ
ス
」、「
自
動
運

転
車
」、「
空
飛
ぶ
ク
ル
マ
」、「
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
に

よ
る
移
動
の
円
滑
化
」
を
進
め
て
い
く
と
の

こ
と
で
あ
っ
た
。
３
つ
目
が
「
う
め
き
た
２

期
」
で
あ
り
、
大
阪
駅
周
辺
に
新
た
に
オ
フ

ィ
ス
や
商
業
施
設
、
公
園
な
ど
を
有
す
る

「
グ
ラ
ン
グ
リ
ー
ン
大
阪
」を
建
設
し
、「
み

ど
り
」
と
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
の
融
合
拠

点
を
実
現
し
て
い
く
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。 

 

 

■
視
察
を
終
え
て 

 

今
回
視
察
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
加
賀
市

で
の
デ
ジ
タ
ル
田
園
健
康
特
区
に
関
連
す

る
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
事
業
や
医
療
版
情
報
銀

行
な
ど
の
調
査
・
研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
。 

デ
ジ
タ
ル
田
園
健
康
特
区
特
別
委
員
会
行
政
視
察
報
告 

２
月
１
日
か
ら
２
日
に
か
け
て
、
委
員
８
名
、
議
長
、
市
当
局
３
名
、
事
務
局
随
行
２
名
で
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
気
張
る
！
ふ
る
さ
と
丹
後
町
、
大
阪
府
大
阪
市
を
視
察
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

  

NPO法人気張る！ふるさと丹後町 

大阪府大阪市 

空飛ぶクルマのＶＲ体験 



病院事業管理者予定者

※ 氏名 清水　康一 （しみず　こういち）

※ 年齢 69歳

※ 学歴・職歴 昭和54年3月 金沢大学医学部　卒業

昭和54年7月 金沢大学医学部第二外科　研修医

昭和55年4月 恵寿総合病院　胃腸科　医師

昭和60年4月 富山労災病院　外科　医長

昭和60年6月 金沢大学医学部大学院　修了

昭和62年4月 金沢大学医学部第二外科　助手、講師を歴任

平成14年5月 金沢大学附属病院光学医療診療部　助教授

平成17年4月 富山県立中央病院

　　　外科部長、診療部長、医療局長、副院長を歴任

平成29年4月 富山県立中央病院　院長

加賀市病院事業管理者 就任

※ 専門分野 肝胆膵外科、消化器外科全般

※ 認定・資格 医学博士

日本外科学会　専門医、指導医

日本消化器外科学会　専門医、指導医

日本消化器内視鏡学会　専門医、指導医

日本消化器外科学会消化器がん外科治療認定医

※ 任期 令和6年4月1日～令和10年3月31日（再任）

令和2年4月1日
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「加賀市版ライドシェア」について 

 

１．事業実施の目的 

バス・タクシー事業者のドライバー不足により、市民や観光客の移動手段を十分に

確保できていない状況の中、さらに本年３月１６日には北陸新幹線加賀温泉駅の開

業による来訪者の増加が見込まれている。 

市民および観光客の移動の自由を確保した「移動最適化都市 加賀市」の実現を目

指し、現在の交通手段を補完する「自家用有償旅客運送（加賀市版ライドシェア）」

の運行を行う。 

 

２．事業概要 

実 施 主 体 ： 一般社団法人 加賀市観光交流機構 

運 行 区 域 ： 市内全域 朝～夜を想定 

運   賃 ： タクシー料金の８割（キャッシュレス決済） 

運行管理者 ： 加賀第一交通株式会社 

運 行 予 約 ： Uber社のアプリを介して予約・配車 

 

３．事業状況 

令和６年２月１３日 加賀市地域公共交通活性化・再生協議会にて承認 

    ２月２２日 「自家用有償旅客運送者」の登録が完了 

    ２月２６日 加賀市版ライドシェア開始式を実施 

 

 

＜加賀市の自家用有償旅客運送事業のイメージ＞ 
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被災家屋等の公費解体について 

 

 

令和６年能登半島地震により被災した被災家屋等を、所有者の申請に基づいて市が

解体・撤去する「公費解体」の事前受付及び個別相談を実施します。 

 

 

１ 対象となる建物 

   「全壊」、「大規模半壊」、「中規模半壊」、「半壊」のいずれかの認定を受けた被災

家屋等 

 

２ 事前受付・個別相談開始日 

   令和６年３月１日（金） 

 ※申請に当たって必要な書類や確認事項等について、打ち合わせさせていた 

だきます。 

 

３ 相談後の主な流れ 

(1) 解体・撤去の申請手続き（令和６年４月１日開始） 

  (2) 現地立ち会いで解体する範囲を確認 

(3) 市が依頼した解体業者が解体 

 

４ 市民への周知 

広報かが、市ホームページ 

※そのほか、全壊等でこれまでに公費解体に関する相談があった人には、個別 

にご連絡します。 

 

５ 財源 

   国の災害廃棄物処理事業補助金を活用 
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